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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ と 、
　 前 記 ケ ー シ ン グ に 結 合 さ れ た エ ラ ス ト マ 部 材 で あ っ て 、 隔 壁 お よ び 雄 ル ア ー テ ー パ を 一  
体 的 に 形 成 す る 前 記 エ ラ ス ト マ 部 材 と 、
を 含 み 、
前 記 隔 壁 は 、 穿 孔 可 能 で あ る 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ が 、 近 位 開 口 部 お よ び 遠 位 開 口 部 を 有 す る 中 空 内 部 を 形 成 す る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 エ ラ ス ト マ 部 材 の 前 記 隔 壁 が 、 前 記 中 空 内 部 の 前 記 近 位 開 口 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 雄  
ル ア ー テ ー パ が 、 前 記 中 空 内 部 の 前 記 遠 位 開 口 部 に 延 び る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ  
プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ が 、 前 記 近 位 開 口 部 を 形 成 す る リ ム を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア  
ダ プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 隔 壁 が 、 前 記 リ ム の 近 位 面 と 重 な る 遠 位 向 き の リ ッ プ を 形 成 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載  
の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。

請求項の数　10　（全8頁）
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 エ ラ ス ト マ 部 材 が 、 頚 部 に よ っ て 前 記 隔 壁 か ら 間 隔 を 置 か れ た 保 持 部 材 を 含 む 、 請  
求 項 ５ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 保 持 部 材 の 近 位 面 が 、 前 記 リ ム の 遠 位 面 に 隣 接 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ  
プ タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 中 空 内 部 が ね じ 山 を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 エ ラ ス ト マ 部 材 が 、 前 記 隔 壁 （ s e p t u m ） か ら 前 記 雄 ル ア ー テ ー パ を 通 っ て 延 び る  
管 腔 （ l u m e n ） を 形 成 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ケ ー シ ン グ が 、 近 位 開 口 部 お よ び 遠 位 開 口 部 を 有 す る 中 空 内 部 を 形 成 し 、 前 記 近 位  
開 口 部 は 、 リ ム に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 中 空 内 部 は 、 前 記 遠 位 開 口 部 か ら 延 び る ね じ 山 を  
含 み 、
　 前 記 エ ラ ス ト マ 部 材 は 、 頚 部 に よ っ て 前 記 隔 壁 か ら 離 間 さ れ た 保 持 部 材 を 含 み 、 前 記 エ  
ラ ス ト マ 部 材 は ま た 、 前 記 隔 壁 か ら 前 記 雄 ル ア ー テ ー パ を 通 っ て 延 在 す る 管 腔 を 形 成 し 、  
前 記 エ ラ ス ト マ 部 材 の 前 記 隔 壁 は 、 前 記 中 空 内 部 の 前 記 近 位 開 口 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 雄 ル  
ア ー テ ー パ は 、 前 記 中 空 内 部 の 前 記 遠 位 開 口 部 に 延 在 し 、 前 記 隔 壁 は 、 前 記 保 持 部 材 の 近  
位 面 が 前 記 リ ム の 遠 位 面 に 当 接 す る と き に 、 前 記 リ ム の 近 位 面 と 重 な る 遠 位 向 き の リ ッ プ  
を 形 成 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 静 脈 内 （ Ｉ Ｖ ） カ テ ー テ ル シ ス テ ム は 、 様 々 な 輸 液 療 法 に 一 般 的 に 使 用 さ れ る 。 例 え ば  
、 静 脈 内 カ テ ー テ ル は 、 生 理 食 塩 水 、 様 々 な 薬 剤 、 お よ び 総 合 的 な 非 経 口 栄 養 の よ う な 流  
体 を 患 者 へ と 注 入 す る た め に 使 用 し 得 る 。 静 脈 内 カ テ ー テ ル は ま た 、 患 者 か ら 血 液 を 引 き  
出 す た め に 使 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 な 静 脈 内 カ テ ー テ ル デ バ イ ス の 種 類 と し て は 、 オ ー バ ー ニ ー ド ル 方 式 の 末 梢 静 脈  
（ 「 Ｉ Ｖ 」 ） カ テ ー テ ル （ 「 Ｐ Ｉ Ｖ Ｃ 」 ） が あ る 。 オ ー バ ー ニ ー ド ル カ テ ー テ ル は 、 そ の  
名 の と お り 、 鋭 利 な 遠 位 端 を 有 す る 針 の 上 に 装 着 す る こ と が で き る カ テ ー テ ル で あ る 。 カ  
テ ー テ ル お よ び 針 は 、 針 の 遠 位 先 端 が 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 先 端 を 越 え て 延 び 、 針 の 斜 角 （  
b e v e l ） を 患 者 の 皮 膚 か ら 離 れ る 方 向 に 向 く よ う に 組 み 立 て ら れ 得 る 。 カ テ ー テ ル と 針 は  
、 一 般 的 に 、 皮 膚 を 通 し て 患 者 の 血 管 系 へ と 浅 い 角 度 で 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル デ バ イ ス は 、 典 型 的 に は 、 カ テ ー テ ル が 患 者 の 血 管 系 に 配 置 さ れ て い る  
間 に 、 他 の デ バ イ ス が カ テ ー テ ル へ の ア ク セ ス を 得 る こ と が で き る ア ク セ ス ポ ー ト を 提 供  
す る 。 こ れ ら の 他 の デ バ イ ス は 、 血 液 試 料 の 取 得 、 流 体 の 注 入 、 測 定 の 実 行 、 監 視 な ど の  
様 々 な タ ス ク を 実 行 す る た め に 使 用 さ れ 得 る 。 こ の よ う な ア ク セ ス ポ ー ト を 保 護 し 、 ア ク  
セ ス ポ ー ト に バ ル ブ を 提 供 す る た め に 「 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 」 を 使 用 す る こ と が 一 般 的 で あ る  
。 略 語 「 Ｐ Ｒ Ｎ 」 （ ラ テ ン 語 の 「 p r o  r e  n a t a 」 に 由 来 ） は 、 一 般 に 、 「 必 要 な 場 合 」 を  
意 味 し 、 Ｐ Ｒ Ｎ ダ プ タ が 、 臨 床 医 が 「 必 要 な 場 合 」 に 患 者 の 血 管 系 に ア ク セ ス す る こ と を  
可 能 に す る こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ が 用 い ら れ 得 る Ｐ Ｉ Ｖ Ｃ １ ０ ０ の 例 を 提 供 す る 。 Ｐ Ｉ Ｖ Ｃ １ ０  
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０ は 、 カ テ ー テ ル １ １ １ が そ こ か ら 延 び る カ テ ー テ ル ア ダ プ タ １ １ ０ 、 針 １ ２ １ が そ こ か  
ら 延 び る 針 ア ダ プ タ １ ２ ０ 、 お よ び カ テ ー テ ル ア ダ プ タ １ １ ０ か ら ２ つ の 雌 ル ア ー ロ ッ ク  
ポ ー ト １ ３ ２ ａ お よ び １ ３ ２ ｂ を 有 す る Ｙ ア ダ プ タ １ ３ ２ に 延 び る 延 長 チ ュ ー ブ １ ３ １ を  
有 す る 延 長 セ ッ ト １ ３ ０ を 含 む 。 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ １ ４ ０ は 、 ポ ー ト １ ３ ２ ａ に 接 続 さ れ 、  
ベ ン ト プ ラ グ １ ５ ０ は 、 ポ ー ト １ ３ ２ ｂ に 接 続 さ れ る 。 し た が っ て 、 図 １ は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ  
プ タ が 、 Ｙ ア ダ プ タ の ポ ー ト ま た は 拡 張 セ ッ ト の 他 の コ ネ ク タ の ポ ー ト 上 で 一 般 的 に 使 用  
さ れ る こ と を 表 す よ う に 意 図 さ れ て い る 。 特 に 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ は 、 Ｐ Ｉ Ｖ Ｃ の 他 の 位 置  
の ポ ー ト 上 で 、 ま た は 他 の Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル デ バ イ ス と 共 に 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 共 通 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ２ ４ ０ の 例 を 提 供 す る 。 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ２ ４ ０ は 、 （ １ ）  
ケ ー シ ン グ ２ ４ １ 、 （ ２ ） 隔 壁 ２ ４ ２ 、 お よ び （ ３ ） 収 縮 フ ィ ル ム ２ ４ ３ の ３ つ の 別 個 の  
構 成 要 素 か ら な る 。 典 型 的 に は 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク か ら 形 成 さ れ る ケ ー シ ン グ ２ ４ １ は 、 雌  
ル ア ー ポ ー ト （ 例 え ば 、 ポ ー ト １ ３ ２ ａ ま た は １ ３ ２ ｂ ） に 挿 入 さ れ る 雄 ル ア ー テ ー パ ２  
４ １ ａ を 形 成 す る 。 ケ ー シ ン グ ２ ４ １ は ま た 、 通 常 、 雄 ル ア ー ロ ッ ク ス リ ー ブ ２ ４ １ ｂ の  
形 態 で あ り 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ２ ４ ０ が 雌 ル ア ー ロ ッ ク ポ ー ト に ね じ 込 ま れ る こ と を 可 能 に  
す る 。 典 型 的 に は 、 ゴ ム ま た は シ リ コ ー ン な ど の エ ラ ス ト マ 材 料 か ら 形 成 さ れ る 隔 壁 ２ ４  
２ は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ２ ４ ０ を 介 し て 血 液 ま た は 流 体 が 漏 れ る の を 防 ぐ シ ー ル と し て 機 能  
す る と 同 時 に 、 Ｐ Ｉ Ｖ Ｃ ま た は Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ２ ４ ０ が 接 続 さ れ 得 る 他 の Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル  
デ バ イ ス へ の ア ク セ ス を 得 る た め に 、 針 ま た は カ ニ ュ ー レ が そ こ を 通 っ て 挿 入 さ れ る こ と  
を 可 能 に す る 。 隔 壁 ２ ４ ２ は 、 ケ ー シ ン グ ２ ４ １ に 部 分 的 に 挿 入 さ れ 得 る 。 収 縮 フ ィ ル ム  
２ ４ ３ は 、 隔 壁 ２ ４ ２ を ケ ー シ ン グ ２ ４ １ に 固 定 す る 。 例 え ば 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ２ ４ ０ の  
製 造 中 に 、 収 縮 フ ィ ル ム ２ ４ ３ は 、 ケ ー シ ン グ ２ ４ １ の 一 部 お よ び 隔 壁 ２ ４ ２ の 一 部 の 周  
り に 配 置 さ れ 、 次 い で 、 収 縮 フ ィ ル ム を こ れ ら の 部 分 の 周 り で 締 め 付 け る よ う に 加 熱 さ れ  
得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 明 細 書 で 主 張 さ れ る 主 題 は 、 任 意 の 欠 点 を 解 決 す る 実 施 形 態 や 、 上 記 の よ う な 環 境 で  
の み 動 作 す る 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 む し ろ 、 こ の 背 景 技 術 は 、 本 明 細 書 で  
説 明 さ れ る い く つ か の 実 施 例 を 実 行 し 得 る 技 術 領 域 の 一 例 を 示 す た め に 提 供 さ れ る に す ぎ  
な い 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 は 、 概 し て 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ お よ び Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ が 使 用 さ れ 得 る Ｉ Ｖ カ テ ー テ  
ル デ バ イ ス に 関 す る 。 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ は 、 ケ ー シ ン グ お よ び エ ラ ス ト マ 部 材 か ら 形 成 す る  
こ と が で き る 。 エ ラ ス ト マ 部 材 は 、 隔 壁 お よ び 雄 ル ア ー テ ー パ を 形 成 す る こ と が で き る 。  
Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ を ２ つ の 部 品 の み で 形 成 す る こ と に よ り 、 製 造 工 程 を 簡 素 化 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ は 、 ケ ー シ ン グ と 、 ケ ー シ ン グ に 結 合 さ れ た  
エ ラ ス ト マ 部 材 と を 含 む こ と が で き る 。 エ ラ ス ト マ 部 材 は 、 隔 壁 お よ び 雄 ル ア ー テ ー パ を  
形 成 す る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ケ ー シ ン グ は 、 近 位 開 口 部 お よ び 遠 位 開 口 部 を 有 す  
る 中 空 （ h o l l o w ） 内 部 を 形 成 し て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 エ ラ ス ト マ 部 材 の 隔  
壁 は 、 中 空 内 部 の 近 位 開 口 部 に 配 置 さ れ て も よ く 、 雄 ル ア ー テ ー パ は 、 中 空 内 部 の 遠 位 開  
口 部 に 延 び て も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ケ ー シ ン グ は 、 近 位 開 口 部 を 形 成 す る リ  
ム を 含 み 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 隔 壁 は 、 リ ム の 近 位 面 と 重 な る 遠 位 向 き の リ ッ  
プ を 形 成 し 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 エ ラ ス ト マ 部 材 は 、 頚 部 （ n e c k ） に よ っ て 隔  
壁 か ら 間 隔 を 置 か れ た 保 持 部 材 を 含 ん で も よ い 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 保 持 部 材 の 近  
位 面 は 、 リ ム の 遠 位 面 に 当 接 し 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 中 空 内 部 は 、 ね じ 山 を 含  
み 得 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 エ ラ ス ト マ 部 材 は 、 隔 壁 （ s e p t u m ） か ら 雄 ル ア ー テ  
ー パ を 通 っ て 延 び る 管 腔 （ l u m e n ） を 形 成 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 上 述 の 概 略 の 説 明 、 お よ び 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 の 両 方 は 、 例 示 で あ り 、 ま た 、 説 明 の た  
め の も の で あ り 、 特 許 請 求 さ れ た 発 明 を 限 定 す る も の で は な い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ  
る 。 様 々 な 実 施 形 態 は 、 図 面 に 示 さ れ た 構 成 （ a r r a n g e m e n t s ） お よ び 手 段 （ i n s t r u m e n  
t a l i t y ） に 限 定 さ れ な い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た 、 実 施 形 態 は 、 組 み 合 わ さ れ  
て よ い こ と 、 ま た は 、 他 の 実 施 形 態 が 用 い ら れ て よ い こ と 、 お よ び 、 そ の よ う に 特 許 請 求  
さ れ て い な い 限 り 、 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 構 造 変 更 が な さ  
れ て よ い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 従 っ て 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 は 、 限 定 的 な 意 味 で 解  
釈 さ れ て は な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 は 、 添 付 の 図 面 を 使 用 す る こ と に よ り 、 さ ら に 具 体 的 か つ 詳 細 に 記 載  
お よ び 説 明 さ れ る 。
【 図 １ 】 図 １ は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ が 使 用 さ れ 得 る 共 通 の Ｐ Ｉ Ｖ Ｃ の 例 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 共 通 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ の 例 を 図 示 す る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 開 示 の い く つ か の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 成 さ れ る Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ の 例 を  
図 示 す る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 図 ３ の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ の Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ の 隔 壁 部 材 を 図 示 す る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 図 ４ の 隔 壁 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 明 細 書 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 、 「 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ 」 と い う 用 語 は 、 カ テ ー テ  
ル が 静 脈 内 に 配 置 さ れ て い る 間 に 別 の デ バ イ ス が Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル デ バ イ ス の カ テ ー テ ル に  
ア ク セ ス す る こ と を 可 能 に す る た め に 、 Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル デ バ イ ス の 一 部 で あ り 得 る 、 ま た  
は Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル デ バ イ ス 上 で 使 用 さ れ 得 る 任 意 の ア ダ プ タ と し て 解 釈 さ れ る べ き で あ る  
。 図 ３ は 、 本 開 示 の い く つ か の 実 施 形 態 に 従 っ て 構 成 さ れ る Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３ ０ ０ の 例 を  
提 供 す る 。 図 ３ Ａ は 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３ ０ ０ の 断 面 図 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３ ０ ０ は 、 （ １ ） ケ ー シ ン グ ３ １ ０ 、 お よ び （ ２ ） エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２  
０ の ２ つ の 構 成 要 素 か ら 形 成 さ れ る 。 ケ ー シ ン グ ３ １ ０ は 、 近 位 端 ３ １ ０ ａ か ら 遠 位 端 ３  
１ ０ ｂ に 延 び る 。 ケ ー シ ン グ ３ １ ０ の 中 空 内 部 ３ １ ２ は 、 近 位 開 口 部 ３ １ ２ ａ お よ び 遠 位  
開 口 部 ３ １ ２ ｂ を 形 成 す る 。 リ ム ３ １ ３ （ ま た は 中 空 内 部 ３ １ ２ の 縮 小 直 径 領 域 ） は 、 近  
位 開 口 部 ３ １ ２ ａ を 形 成 す る 。 リ ム ３ １ ３ は 、 近 位 面 ３ １ ３ ａ 、 内 向 き 面 ３ １ ３ ｂ 、 お よ  
び 遠 位 面 ３ １ ３ ｃ を 形 成 す る 。 ね じ 山 （ t h r e a d s ） ３ １ ４ は 、 中 空 内 部 ３ １ ２ 内 に 形 成 さ  
れ 、 遠 位 開 口 部 ３ １ ２ ｂ か ら 近 位 方 向 に 延 び る 。 リ ブ ３ １ １ は 、 ケ ー シ ン グ ３ １ ０ の 外 側  
の 周 り に 形 成 さ れ て よ く 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３ ０ ０ の 把 持 を 容 易 に す る よ う に 機 能 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 、 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ を 分 離 し た 例 を 提 供 し 、 図 ４ Ａ は 、 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２  
０ の 分 離 し た 断 面 図 を 提 供 す る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ は 、 近 位 端 ３  
２ ０ ａ か ら 遠 位 端 ３ ２ ０ ｂ に 延 び る 。 隔 壁 ３ ２ １ は 、 近 位 端 ３ ２ ０ ａ に 形 成 さ れ 、 雄 ル ア  
ー テ ー パ ３ ２ ４ は 、 遠 位 端 ３ ２ ０ ｂ に 形 成 さ れ る 。 頚 部 ３ ２ ２ は 、 隔 壁 ３ ２ １ か ら 遠 位 に  
延 び 、 保 持 部 材 ３ ２ ３ は 、 頚 部 ３ ２ ２ か ら 遠 位 に 延 び る 。 頚 部 ３ ２ ２ は 、 隔 壁 ３ ２ １ の 外  
径 に 対 し て 、 お よ び 保 持 部 材 ３ ２ ３ の 外 径 に 対 し て 、 縮 小 さ れ た 外 径 領 域 を 含 む 。 し た が  
っ て 、 頚 部 側 壁 ３ ２ ２ ａ は 、 隔 壁 ３ ２ １ 上 に 形 成 さ れ た 遠 位 向 き の リ ッ プ ３ ２ １ ａ と 、 保  
持 部 材 ３ ２ ３ 上 に 形 成 さ れ た 近 位 面 ３ ２ ３ ａ と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ は ま た 、 近 位 端 ３ ２ ５ ａ か ら エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ の 遠 位 端 ３ ２  
０ ｂ を 通 っ て 隣 接 す る 隔 壁 ３ ２ １ に 延 び る 管 腔 ３ ２ ５ を 含 む 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 管 腔  
３ ２ ５ の 近 位 端 ３ ２ ５ ａ は 、 リ ッ プ ３ ２ １ ａ と 整 列 す る 。 し か し な が ら 、 他 の 実 施 形 態 で  
は 、 近 位 端 ３ ２ ５ ａ は 、 隔 壁 ３ ２ １ の 厚 さ が 図 に 示 さ れ る も の よ り も 大 き い ま た は 小 さ い  
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よ う に 、 リ ッ プ ３ ２ １ ａ に 対 し て オ フ セ ッ ト さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ Ａ に 最 も よ く 見 ら れ る よ う に 、 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ は 、 リ ム ３ １ ３ を 隔 壁 ３ ２ １  
と 保 持 部 材 ３ ２ ３ と の 間 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 ケ ー シ ン グ ３ １ ０ に 固 定 さ れ る 。 こ の  
位 置 で は 、 リ ッ プ ３ ２ １ ａ は 、 リ ム ３ １ ３ の 近 位 面 ３ １ ３ ａ と 重 な り 、 頚 部 側 壁 ３ ２ ２ ａ  
は 、 リ ム ３ １ ３ の 内 向 き 面 ３ １ ３ ｂ に 隣 接 し 、 保 持 部 材 ３ ２ ３ の 近 位 面 ３ ２ ３ ａ は 、 リ ム  
３ １ ３ の 遠 位 面 ３ １ ３ ｃ に 隣 接 す る 。 し た が っ て 、 隔 壁 ３ ２ １ は 、 リ ム ３ １ ３ の 近 位 に 配  
置 さ れ 、 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２ ４ は 、 遠 位 開 口 部 ３ １ ２ ｂ を 超 え て 遠 位 に 延 び る 。 し か し な  
が ら 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２ ４ は 、 遠 位 開 口 部 ３ １ ２ ｂ ま で 延 在 し て も  
よ く 、 ま た は 遠 位 開 口 部 ３ １ ２ ｂ の 短 い と こ ろ ま で 延 在 し て も よ い 。 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２  
４ の 外 径 は 、 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２ ４ が 雌 ル ア ー ロ ッ ク ポ ー ト に 挿 入 さ れ る と き に 、 雌 ル ア  
ー ロ ッ ク ポ ー ト が 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２ ４ と ケ ー シ ン グ ３ １ ０ と の 間 に 挿 入 す る こ と を 可 能  
に す る た め に 、 中 空 内 部 ３ １ ２ の 直 径 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ の エ ラ ス ト マ 特 性 は 、 エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ を ケ ー シ ン グ ３ １ ０  
に 挿 入 し 、 ケ ー シ ン グ ３ １ ０ 内 に 固 定 す る こ と を 可 能 に す る 。 例 え ば 、 エ ラ ス ト マ 部 材 ３  
２ ０ は 、 隔 壁 ３ ２ １ が 近 位 開 口 部 ３ １ ２ ａ を 通 過 す る ま で 遠 位 開 口 部 ３ １ ２ ｂ を 通 し て 挿  
入 す る こ と が で き る 。 隔 壁 ３ ２ １ は 、 そ れ が 近 位 開 口 部 ３ １ ２ ａ の よ り 小 さ い 直 径 を 通 過  
す る こ と を 可 能 に す る よ う に 変 形 す る こ と が で き る 。 保 持 部 材 ３ ２ ３ は 次 い で 、 ケ ー シ ン  
グ ３ １ ０ に 対 す る エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ の さ ら な る 遠 位 移 動 を 防 止 す る こ と が で き る 。 隔  
壁 ３ ２ １ が 近 位 開 口 部 ３ １ ２ ａ を 超 え て 近 位 に 配 置 さ れ る と 、 リ ッ プ ３ ２ １ ａ は 近 位 面 ３  
１ ３ ａ と 重 な り 、 そ れ に よ っ て エ ラ ス ト マ 部 材 ３ ２ ０ が 遠 位 に 移 動 す る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３ ０ ０ は 、 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２ ４ を ポ ー ト に 挿 入 し 、 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３  
０ ０ を 回 し て 、 雌 ル ア ー ロ ッ ク ポ ー ト の 対 応 す る タ ブ （ 複 数 可 ） に 対 し て ね じ 山 ３ １ ４ を  
締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 Ｉ Ｖ カ テ ー テ ル デ バ イ ス の 雌 ル ア ー ロ ッ ク ポ ー ト に 接 続 す る こ  
と が で き る 。 Ｐ Ｒ Ｎ ア ダ プ タ ３ ０ ０ が ポ ー ト 上 に 締 め 付 け ら れ る と 、 雄 ル ア ー テ ー パ ３ ２  
４ は 、 雌 ル ア ー ロ ッ ク ポ ー ト に 対 し て 流 体 密 閉 シ ー ル を 形 成 す る こ と が で き る 。 Ｉ Ｖ カ テ  
ー テ ル デ バ イ ス の カ テ ー テ ル に ア ク セ ス す る た め に 、 別 個 の デ バ イ ス の 針 ま た は カ ニ ュ ー  
レ を 隔 壁 ３ ２ １ を 通 っ て 管 腔 ３ ２ ５ に 挿 入 す る こ と が で き る 。 針 ま た は カ ニ ュ ー レ が そ の  
後 除 去 さ れ る と き 、 隔 壁 ３ ２ １ の エ ラ ス ト マ 特 性 は 、 シ ー ル を 改 変 し 、 流 体 が 管 腔 ３ ２ ５  
か ら 漏 れ る の を 防 ぐ 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 明 細 書 で 記 載 さ れ る 全 て の 例 お よ び 条 件 付 き 文 言 は 、 本 発 明 、 お よ び 技 術 を 促 進 す る  
た め に 発 明 者 に よ っ て 提 供 さ れ る 概 念 を 理 解 す る こ と の 助 け と な る よ う な 教 育 的 目 的 を 意  
図 し て お り 、 そ の 具 体 的 に 列 挙 さ れ て い る 例 お よ び 条 件 に 限 定 さ れ な い も の と し て 解 釈 さ  
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 精 神 お よ  
び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 さ ま ざ ま な 変 更 、 置 換 、 お よ び 改 変 が 本 明 細 書 に さ れ 得 る  
こ と を 理 解 さ れ た い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ３ Ａ 】



10

20

30

40

50

JP 7645907 B2 2025.3.14(7)

【 図 ４ 】 【 図 ４ Ａ 】
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